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（様式第２号） 

会 議 録                                

 

                     令和４年２月２４日作成 

会 議 の 名 称 令和３年度第１回島本町子ども・子育て会議 

 

会 議 の 開 催 日 時 
令和４年２月７日（月） 

午前１０時００分～正午 

会 議 の 開 催 場 所 島本町役場 地階 第四会議室 

公 開 の 可 否 可 傍 聴 者 数 ４名 

非公開の理由（非公

開 （会議の一部非公

開を含む｡）の場合） 
 

出 席 者 

委 員 
浦田会長、吉島委員、桺委員、𠮷﨑委員、小山委

員、竹延委員、大谷委員、中尾委員、永井委員 

事 務 局 

山田町長、中村教育長、岡本教育こども部長、原山

健康福祉部長、安藤教育こども部次長、根本健康福

祉部次長、南田子育て支援課長、廣井教育総務課

長、山田教育推進課長、三宅子育て支援課参事、子

育て支援課坂上 

会 議 の 議 題 

１ 第二期島本町子ども・子育て支援事業計画第１年次（令和２年

度）進捗状況調査について 

２ 島本町保育基盤整備加速化方針の進捗状況について 

３ 認定こども園ゆいの詩利用定員の設定について 

４ その他  

決 定 事 項 等 別紙のとおり 

審 議 等 の 内 容 別紙のとおり 

配 布 資 料 

【会議資料】 

１ 島本町執行機関の附属機関に関する条例（抜粋） 

２ 第二期島本町子ども・子育て支援事業計画第１年次（令和２年

度）進捗状況一覧 

３ 島本町保育基盤整備加速化方針の進捗状況について 

４ 認定こども園ゆいの詩利用定員の設定について 
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審 議 等 の 内 容 

 

事務局 それでは、定刻になりましたので、ただいまから、令和３年度第１回島本町子ども

・子育て会議を開会いたします。 

    本日の会議につきましては、新しい委員になって初めての会議ですので、会長が選

出されるまでの間、事務局において議事の進行をさせていただきます。 

    私は、会長選出までの間、司会を務めさせていただきます、子育て支援課の坂上で

ございます。よろしくお願いいたします。 

    初めに、出席者数の報告をさせていただきます。本日は、９名の委員にご出席をい

ただいております。委員定数の過半数の出席がありますので、島本町子ども・子育て

会議規則第５条第２項の規定により、本日の会議が成立しておりますことを、ご報告

させていただきます。 

それでは、会議の冒頭に当たりまして、山田町長から一言ご挨拶申し上げます。 

 

【町長挨拶】 

 

事務局 続きまして、事務局ほか職員の紹介をさせていただきます。 

     

【職員紹介】 

 

    次に、新しい委員構成となっておりますので、委員の皆様の自己紹介をお願いいた

します。 

 

【委員自己紹介】 

 

    次に、この島本町子ども・子育て会議の担任する事務について説明させていただき

ます。 

 

【資料１に基づき坂上説明】 

 

事務局 それでは、次に、会長の選出及び職務代理者の指名を行います。 

    島本町子ども・子育て会議規則第４条第１項の規定により、子ども・子育て会議に

は、委員の互選により「会長」を置くこととなっています。 

また、同条第４項の規定により「会長があらかじめ指名する委員がその職務を代理

する」こととしております。そこで、初めに、会長の選出を行い、続いて、職務代理
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者の指名を行いたいと思います。 

まず、会長の選出についてですが、どなたかご推薦をお願いいたします。 

 

【「浦田委員を推薦」との声】 

 

事務局 浦田委員を推薦する声がありましたので、会長には、浦田委員にお願いしたいと思

いますが、いかがでしょうか。 

 

【「異議なし」との声】 

 

事務局 異議なしとのことですので、浦田委員に会長をお願いいたします。 

 

事務局 それでは、会長が選出されましたので、島本町子ども・子育て会議規則第５条第１

項の規定により、議長である浦田会長にこれからの議事進行を行っていただきます。 

    浦田会長、よろしくお願いいたします。 

 

【会長挨拶】 

 

会 長 私から職務代理者を指名させていただきます。職務代理者は、小山委員にお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

【職務代理者挨拶】 

 

会 長 それでは案件に入る前に、本日、傍聴の申出があります。  

    島本町子ども・子育て会議の会議の公開に関する要綱に基づき、傍聴を許可してよ

ろしいか。  

 

【「異議なし」との声】 

 

会 長 それでは、傍聴を認めます。 

 

【傍聴者が入場】 

 

会 長 傍聴者は、「傍聴の心得」を守り、傍聴いただきますようお願いします。 
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案件１ 第二期島本町子ども・子育て支援事業計画第１年次（令和２年度）進捗状

況調査について 

会 長 それでは、案件１「第二期島本町子ども・子育て支援事業計画第１年次（令和２年

度）進捗状況調査について」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

【資料２に基づき事務局説明】 

 

会 長 ただいま説明を受けましたが、ご意見、ご質問のある方は、挙手の上発言願います。 

 

委 員 待機児童の解消ということで立派な成果を上げられており感心しております。ただ、

懸念するところは、第四保育所の後にゆいの詩ができるということで期待しています

が、心配なところは保育士の確保の現状についてどうなっているのか。行政の協力、

募集活動などについて考えられているのか教えていただきたい。 

 

事務局 保育士の確保状況につきましては、整備・運営事業者と綿密に連絡を取り合ってお

り、現時点におきまして必要な保育士の確保は順調に進んでいるとお聞きしておりま

す。保育士確保策につきましては、本町独自の補助金制度などを設けまして民間園で

の保育士確保にご助力をさせていただいてきたところです。しかしながら、基本的に

は、保育士の確保は各園での自助努力によって進めていただくのが本来的であり、こ

れまで続けてきました補助金を通じての支援については、一定のめどをつける時期が

来ているものと考えております。 

 

会 長 量的な確保とともに、質的な面での担保も考えていっていただきたいと思います。 

 

委 員 コロナ禍での急な保育士の休みなどの対応について、組合や団体等があるのか。 

 

事務局 コロナ禍における各施設の運営につきましては、全国的に課題となっているところ

かと存じます。抜本的な解決策は、いずれの施設としても見いだせていないのが現状

です。いずれの施設におきましても、必要な保育士数は、在籍している児童数に応じ

て準備されており、通常の休暇取得であれば、対応できる人数は確保されているとこ

ろかと存じます。しかし、コロナ禍により休暇取得者数が多数発生し、園としての運

営が立ち行かないというときにカバーする抜本的な制度や保育士の確保策については

非常に難しいと考えております。全国的にも、職員、児童から陽性者が出て、休園に

至る事態がある一方で、職員が多数、陽性や濃厚接触者となって休暇を取得しなけれ

ばならない場合には、やむを得ず休園をするしかないというのが現状であると考えて

おります。 
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委 員 休園をすると、仕事がある方にはどう説得されるのですか。 

 

事務局 休園により仕事が継続できないということで大変なご面倒をおかけいたしますが、

感染拡大防止を図る上でこれを解決するのは難しく、保護者の皆様にはご協力いただ

くしかないものと考えております。代替保育という考え方も国からは示されておりま

すが、代替保育先の確保というのは一朝一夕で準備できるものでもなく、また、そこ

で働く保育士についても感染リスクを負いながら代替保育を行うということにもなり

ますので、仮に代替保育の仕組みを作ったとしても、それが新たな感染リスクを引き

起こすようなことがあってはならないと考えております。 

 

委 員 事業者の立場として意見させていただきます。保育士の確保について、もちろん事

業所の責任において自助努力すべきことだと思っています。一方で、保育所支援事業

とか国のメニューで保育士確保策、人材確保策、国全体としても課題として持ってい

るなかで様々な施策が打たれていますので、その点について、島本町としてそういっ

た支援事業の拡充やお考えがあればお聞かせいただきたい。私どもの園では、職員の

配置は十分に行われていますが、感染症のときにはよその園に派遣して、そこで感染

ということもあり、そこの難しさはありますが、非常災害時、例えば大阪北部地震の

時、地域によっては甚大な被害を被った園もあり、園が休所になる中で、公立の園の

児童を代替保育として受け入れるということをしました。そういう有事に備えての仕

組みづくり、地域によっては被害が大きくなるような地域想定、防災計画等で町もお

持ちだと思いますので、そういったときに融通できるような仕組み、組織体制を作っ

ておくということは必要かなと思っております。同じ視点で、人材バンク的な、保育

士の貸し借りというか、余力がある園から緊急事態の場合によその園に保育士の派遣

する仕組みについても事前に準備されておく必要があるのかなと感じています。 

 

事務局 本町では、国の補助金メニューの中から選択して補助金制度を構築したり、国の補

助金メニューにはない本町独自の制度を設けるなどして支援を続けてきたところです。

しかしながら、現場のニーズにマッチせずご活用に結びつかなかったケースもござい

ます。今後の支援の在り方につきましては、民間事業者様の自助努力にお任せをしな

がらできることは何か、保育士の質の向上も含めて単なる人材確保ではなく、内容の

底上げということで取り組んでいきたいと考えております。現在、民間事業者だけで

なく、公立保育所も含めた町内の保育施設で構成する連絡会の立ち上げを考えており、

今年度中に第１回を開催したいと考えております。その中で、各園が新しく取り組ん

でいて他の園にご紹介したいこと、逆に何か疑問に思っていて他の園ではどのように

取り組んでいるのか知りたいことなど、相互に情報交換を行って何らかの解決策を見
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いだしていく、そのような場を設けたいと考えております。先ほどご提案いただいた

ような人材バンクに代わるような応援体制がその話し合いの中で構築できれば、前進

する材料になるのかなと考えております。 

 

委 員 町独自の施策として、保育士確保の支援策はどういうことをされているのか。 

 

事務局 派遣事業者から保育士を確保する場合に必要となる経費につきましてその一部を補

助するという制度や、新規に保育士を採用された場合に保育士自身に採用時とその後

定着をしていただくことを目的に一定期間ごとに給付金を差し上げる制度を実施して

きました。 

 

委 員 子ども食堂開設や運営に関して支援事業、補助金を交付しているということですが、

コロナ禍で学校が休校になり、家に居ることができないお子さんもいる中で、子ども

食堂が機能しているのか、逆にコロナ禍で子ども食堂ができなくなり、子どもの居場

所がなくなっているのではないかという懸念と、本当に支援しないといけないお子さ

んを拾えているのか、島本町の子ども食堂では見えてこない。どのように状況を把握

されているのでしょうか。 

 

事務局 子ども食堂につきましては、福祉推進課で開設支援補助をしており、この実績で申

し上げますと、令和２年度の開設支援補助１件、運営補助１件、これはcocoro子ども

食堂というところで、実施につきましては、第四地区にございますハルカフェさんの

２階で開設をしているものでございます。これにつきましては、学習支援員さん、又

は高校の先生であるとかゆめ本部の方であるとか、そういった方のご協力を得まして

学習支援事業をされていまして、コロナ禍ですので学校の休校等で開設できないとき

もあるのですが、できるだけ開設をしたいということで現時点での実施をされていま

す。 

  もう一か所が楽楽（らら）子ども食堂というところで、もともと島本町のコープの

２階で開設していましたが、コロナ禍で会議室が使えないということで、今は人権文

化センターに開設場所を移して実施をしておられます。１部制、２部制ということで、

１０人程度のお子様を対象にできるだけ密にならないような形で工夫をしながら実施

をしていただいています。令和２年度につきましては、２か所につきまして開設と運

営補助を実施しております。照治福祉会さんにおきましては、令和３年度子ども食堂

の開設に取り組んでいただいております。必要なお子様がその子ども食堂に集えてい

るのかというところはなかなか行政としても評価が難しいところではあるのですが、

いざというときに行ける場所があるということがそういう情報を発信していけるとい

うことが身近な支援につながるのではないかなと考えております。 
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委 員 土曜、日曜に両親が働いている子どもの行くところがないので、土曜、日曜でも子

どもが集えるところ、居場所を作ってあげられればと。貸店舗の活用、ボランティア、

ふれあいセンターの一室を常時確保できないでしょうか。第四保育所の移転で保育所

として運用した実績があるので、子どもの集える場所があれば、休日働く親にとって

も安心ではないかと思います。 

 

委 員 美容師、看護師など土曜日や日曜日もお仕事の方、シングルマザーも多く預かって

もらうところがないと感じる。広報誌を見る限りでは、休日の預かりがない。 

 

委 員 子ども食堂の関連の質問ですが、先日コロナで学校の休業があり、四小と一小が親

子給食になっており、四小が休業すると必然的に一小の子の給食が配食されないとい

うことで、保護者は１８時過ぎに学校から明日お弁当ですと連絡があり、シングルマ

ザーや夜勤の方とか、それからのお弁当の準備がなかなか大変であり、こども食堂と

の連携があれば良いのにと思いました。コロナ禍で仕方のないことですが、一中、二

中も親子給食なので、今後こういうことが起きてくるだろうと。急にお弁当を準備で

きない家庭についても何かできないものでしょうか。    

子どもの居場所作りで、校庭開放について週５日に拡充すると書いていますが、雨

天のときに体育館を使用するとのことですが、低学年は授業終了後、狭い特別教室で

６時間目が終わるまで宿題をしており、密な状態になっているのでどのように考えて

おられるのでしょうか。    

特別教室についても授業で使いたいので授業との兼ね合い、場所との兼ね合いも現

状認識とどのように考えておられますか。 

 

事務局 子ども食堂につきましては、いろいろな事業体の方の創意工夫で今実施していただ

いています。現在、島本町のこども食堂につきましては、配食という形はやってみた

いという気持ちはあるものの、なかなか人的体制、キャパシティの面で踏み出せない

と聞いております。また、学校の急な休業時などにお弁当を作って配れたら、それは

一つの子ども食堂としての役割ではないかなと意見を聞いております。 

    今後、いろいろな整備につきましても町内で箇所数が増えるということも聞いてお

り、計画にも書いておりますが、現時点では全校区で実施ができるのでないかと方向

性も出ています。少しずつの取組を進めていく中で、できる事業者の方につきまして

は配食をしていただければ大変有り難いと思います。 

町といたしましては、子ども食堂さんの相互の情報連携とか開設支援補助、運営支

援補助を通じて補助金的な側面と側面的なサポートを引き続き続けていきたいと思っ

ております。 
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事務局 子育て支援課といたしましては、ＪＲ島本駅西側の土地区画整理事業の一画におき

まして、未就学児の親子の居場所となるスペースをご提供いただけるというご提案が

あり、現在、協議を進めているところでございます。まだ正式に内容は固まっており

ませんが、今後内容等が固まりましたら、改めて皆様にご紹介させていただきたいと

考えております。 

 

事務局 小学校の臨時休業に伴う第四小学校と第一小学校の親子給食につきましては、保護

者への連絡が一日だけ遅くなったということがありましたが、それ以外の日につきま

しては午後５時前後に判断をし、それから保護者の方にメール配信をしてお弁当のお

願いと臨時休業の通知を行いました。 

コロナ対応ですので突然休業が決まったというかたちにはなりますが、できるだけ

早い段階で保護者の方にお知らせをして対応してまいりたいと考えております。 

 

事務局 校庭開放の件につきましては、令和２年度から運営の見直しを図ってまいりまして、

その一つといたしまして、これまで雨天時では中止としていたものを体育館で実施す

ることといたしました。また、各校において運用方法の統一を図るよう見直しを行い

ました。 

運用方法につきましては、実施に当たりまして各学校長と調整した上でそれぞれの

学校において取り扱っているところであります。委員のご指摘のあったところにつき

ましては、私の知る限りでは学校長から特に課題というのは聞いておりませんが、い

ずれにいたしましても、今後校庭開放につきましては、引き続き各学校長と連携を取

りながら適時見直しを図りつつ、適切に実施してまいりたいと思っています。 

 

委 員 未就学児だけではなく、小学生を含めて子どもがいつでも集えるような場所、人材、

ボランティアで参加していただいたり、空き店舗を活用したりするなど、町の施設を

活用することによって、夫婦とも土日に仕事をしていたり、シングルマザーの方など

利用できる場所の確保についてどのようにお考えでしょうか。 

 

委 員 児童館のような子どもが自由に集えて、保護者も交流の場があるような場所があれ

ばと常々思っています。 

 

委 員 中高生に向けての居場所等、取組について、考えておられることがありましたら教

えてください。 

 

事務局 小学生に対する放課後対策及び休日の居場所づくりにつきましては、就労家庭に対
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する預かりサービスという意味では、学童保育施設が真っ先に挙げられます。本町は、

土曜日につきましても毎週実施いたしております。三島地区内では、土曜日は月１回

しか実施しない公立施設もある中で、毎週土曜日実施している状況でございます。た

だ、日曜、祝日の実施につきましては、現状を踏まえますと、人材確保、施設運営の

面で、なかなか厳しいところでございます。他の市におきましても、公立施設におき

まして日曜日に実施しているところにつきましては、認識している限りではないよう

な状況でございます。こちらにつきましてはご意見として承りまして、他市の動向を

踏まえながら研究させていただきたいと思います。 

就労家庭を含めました小中学生の居場所づくりにつきましては、児童館的なものも

あるとご指摘いただきましたが、こちらも、近隣他市の動向を踏まえながら、財政面

でもコスト等の兼ね合いもございますので、今後研究、検討させていただきます。 

 

委 員 事業者からの意見として子どもの居場所づくりについて非常に大きな課題であると

捉えています。 

    園に来ている子どもさんについては制度が充実して保育や学校教育を受けていると

思いますが、一方で、そこに参加していないお子さんもわずかながら現実にいる。そ

ういうところへどうアプローチしていくのかというところで法人として訪問ボラン

ティアなど事業をしているのですが、一方で、居場所づくりというハードの面が大事

だと思っており、そういう環境を作っていく、そこを町に全てやっていただくのは財

源も限られており難しさもある。  

そこで、日本財団等からの募金からの助成を受けていろいろな事業をやっているわ

けですが、そういうときに壁になるのが、土地の問題、制度、条例とか法律とかで、

例えば調整区域で建物が建てられないなどいろいろな難しさがある。そういうところ

で民間の力を活用して、町独自で少し条例を見直すとか、府への働き方を強めていた

だくとか、そういう部分でのご協力をいただければと思います。 

事業者として課題として取り掛かっていく半面、なかなか壁が越えられない事業を

起こせないというのがありますので、ご検討いただければと考えております。 

 

会 長 その他ご質問等はございませんか。 

ご質問なければ、案件２に移ります。 

    健康福祉部、教育総務課及び教育推進課においては、関係案件が終わりましたので、

ここでご退出をお願いします。  

 

 

案件２ 島本町保育基盤整備加速化方針の進捗状況について 
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会 長 それでは、次第に沿って会議を進めたいと思います。案件２「島本町保育基盤整備

加速化方針の進捗状況について」事務局から説明をお願いします。 

 

【資料３に基づき事務局説明】 

 

会 長 ただ今、説明を受けましたが、ご意見、ご質問のある方は、挙手の上発言願います。 

 

委 員 待機児童の解消とあるが、実際は待機児童としてはカウントされずに、保留児童と

なっているケースもあるかと思う。保留児童はどれくらいいるのか。            

 

事務局 令和４年１月時点で保留となっている児童数は、７７人となっております。 

 

委 員 第一希望や第二希望など、保護者が希望する順位の高い保育所に入れているので

しょうか。 

 

事務局 正確な数は現在持ち合わせておりませんが、令和４年４月の入所審査につきまして

は、おおむね第一希望の保育所に決定している状況です。 

 

委 員 町立第一幼稚園が定員割れしていると聞いているが、どのような状況でしょうか。 

  

事務局 第一幼稚園の児童数につきましては、開園以降増減を繰り返しながら、全体的には

減少傾向にあり、令和３年度には初めて充足率が５０％を下回りました。そのような

状況を踏まえ、町内の民間幼稚園及び認定こども園の幼稚園部分に在籍されている世

帯を対象にアンケートを実施し、町立幼稚園を選ばなかった理由等の把握を行いまし

た。その結果、「３年保育でない」「給食がない」という意見が多くございました。こ

れらについては、事務局といたしましても想定していたものでございますが、その根

拠となる結果が得られたものと認識しております。この結果について、先日開催され

ました総合教育会議において報告いたしましたところ、委員から、第一幼稚園に通う

児童の保護者にも当該園を選ばれた理由をお聞きし、把握すべきではないかというご

意見を頂戴いたしました。そのため、速やかに第一幼稚園在籍児童の保護者に対しま

してもアンケート調査を実施したところでございます。 

    今後の運用方法等につきましては、様々な手法が考えられるところでございますが、

方針については、関係部局との連携し、慎重に検討してまいりたいと考えております。 
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案件３ 認定こども園ゆいの詩利用定員の設定について 

 

会 長 それでは、次第に沿って会議を進めたいと思います。案件３「認定こども園ゆいの

詩利用定員の設定について」事務局から説明をお願いします。 

 

【資料４に基づき事務局説明】 

 

会 長 ただ今、説明を受けましたが、ご意見、ご質問のある方は、挙手の上発言願います。 

 

【質問等なし】 

 

会 長 ご質問がないようですので、案件４に移ります。 

 

案件４ その他 

 

会 長 それでは、次に、案件４「その他について」事務局から何かありますか。 

 

事務局 ございません。 

 

会 長 それでは、本日の予定案件は全て終了しましたので、子ども・子育て会議はこれで

終了します。お疲れ様でした。 


